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⑨ストーリー

遠くインド洋の島からスイスの寒村に美し

い黒人娘ジ、ユリーがやって来た。彼女は結婚

紹介所の仲介で農夫マルセルの許ヘ嫁いで、来

たのだ。しかし、凍てつく長い冬に閉じ込め

られたような夫と義母との暮らしにジ、ユリー

は耕染めない。次第に気詰まりになっていく

人間関係に耐え切れなくなったジ‘ユリーは何

度か家を飛び出し、ある日、工場主の息子ジ

ャンに出会う。彼の親切に、やがて頑なな心

をほぐしていくジ、ユリー。そして f島を出た

かったからマルセルと結婚したの。いい人だ

けど好きになれなしU と孤独な胸の内を打ち

明け、二人は結ばれる。ジャンは村の噂から

逃れるため、変わり者の伯母ジャンヌの家に

ジ、ユリーを住まわせる。足の悪いジャンヌの

世話も楽しく、夜はジャンと激しく愛し合う

蜜月の日々。だが、ジ、ユリーの妊娠が周囲に

波紋を投げかけた。堕胎を勧めるジャンを彼

女は激しく非難し、やがて決意通り無事に男

の子を出産した。やづと見つけた小さな光。

しかし彼女の運命には非情な罵が仕掛けられ

ていた-・・。

⑨解説 ジユリ一役のマリー・ガイテ、ユは西インド

夕、ニエル・シュミットや、今や世界的撮影 諸島のグアドループ島に生まれ、パリで‘育つ

監督となったレナート・ベルタらと共に、'70 た新人女優。運命的に出会い、短かい愛の蜜

年代にスイス映画を世界的レベルに引き上げ 月を過ごすことになる恋人役ジャンには、昨

た uスイス映砲の父H アランイタネール。 f口 今めきめきと頭角を現わしてきた注目の俳優

一ズヒルの女』は、舎なお瑞々しい感性を失 ジャンコフィリップ・エコフェ。彼は同じタ

わないタネールの長篇12作目。 ネール監督の fノー・マンズ・ランド .n ('85)

製作にあたって rひとつのイメージから全 でデビューして以来の抜擢で、物語を悲劇へ

てが始まった J という監督の原イメージとは、と導く破滅的人物を魅力的に演じている。

白い雪原に作む黒人女性の姿だったという。

このたったひとつの詩的映像から、この作昂

の愛の悲劇は紡ぎ出された。

舞台はスイスのジ、ユネーヴ、に隣接するヴ‘オ

ー州の田舎。雪深く厳しい冬を静寂の中で過

ごす寒村。そこに住む農夫マルセルの許ヘモ

ーリシャス島のれ口一ズヒル H から一人の黒

人娘が嫁いで来るところから物語は始まる。

自国スイスにいても自分を異邦人と感じる

というタネールは、テ、ピ、ユ一作『どうなって

もシャル )(;.n ('69) から、近年の代表作『白

い町!こて .n ('83) 、立て続けに公開された『わ

が心の炎 .n ('87) 、 r幻の女 .n ('87) に至るまで、

旅に出て自ら異邦人となるテーマを扱った作

品が多い。アイデンティティの希薄な、そし

てだからこそ必死で自己を発見しようとする

者たちの孤独感、夢や欲望、危機感、それを

異郷の心象風景としてフィルムに定着ざせる

手腕において、タネールの右に出る者はいな

い。之の作昂でも見果てぬ夢を抱いて皮肉に

も閉ざされた世界ヘ辿り着いてしまうヒロイ

ン、ジ、ユリーの、夫にも環境にも馴染めない孤

独な心の震えが寂莫としたヴォ一件!の風景に

映えて哀しい詩情を醸し出している。そして

新たな恋を弾みとして小さな希望を見出し、

自らの存在理由を発見していくジ‘ユリーの姿

は切なく観客の絢をうつ。
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